
減圧蒸気スイング型 ＣＯ2回収装置 VPSA1

＜装置の特長＞
・独自の調圧、調湿機構により減圧蒸気を調圧し供給することで吸収剤に凝縮熱を供給しCO2を効率よく
回収可能。
・供給ガスの温度、ＣＯ2の濃度および相対湿度を任意に設定し、各種燃焼後排ガスや室内空気などに最適
な回収条件を検討可能。
・回収されたガスの量およびＣＯ2の濃度は体積流量計およびNDIR式のＣＯ2濃度計で経時的に記録。
・ＣＯ2濃度計の自動校正機能及び装置の自動制御機構により長期間の耐久試験が可能。

VPSAシリーズは、固体吸収剤によりＣＯ2を吸収し、次いで固体吸収剤に減圧蒸気を供給すること
でＣＯ2を分離・濃縮するＣＯ2回収装置です。
都市ガスの燃焼後排ガスに相当する7%程度のＣＯ2を含有したガスから97%以上の純度のＣＯ2を
分離回収することが可能です。
ＣＯ2吸収剤・吸着剤の性能評価やＣＯ2回収プロセスの開発・実証にもご活用いただけます。

＜装置仕様＞
・供給ガス量          最大20 SLM
・操作温度 40 ℃～60 ℃
・供給ガスCO2濃度  1-40 %（１％以下は応相談）
・供給ガス圧力 大気圧
・回収時水蒸気供給量 0～5 SLM
・回収時制御可能圧力  7 kPa – 20 kPa
（相対湿度を指定）

※納期、価格については、お問い合わせください。
※受託評価試験、耐久試験、酸ガス耐久試験も承ります。

・CO2濃度計測       NDIR式
・供給ガス量制御 質量流量計測方式
・回収ガス量計測 体積流量計測方式
・給排水装置 ペリスタポンプ
・減圧蒸気供給 減圧ボイラ方式
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